商法における商行為主義から商人主義への転換 by 相原 隆 & Takashi Aihara
第
一
章
は
じ
め
に
会
社
法
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
(
以
下
、「
改
正
前
商
法
」
と
い
う)
に
お
け
る
商
事
会
社
と
民
事
会
社
と
の
区
別
を
廃
止
し
た
。
改
正
前
商
法
に
あ
っ
て
は
、
商
事
会
社
が
本
来
の
会
社
で
あ
り
、
民
事
会
社
は
擬
制
さ
れ
た
会
社
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
会
社
は
、「
商
行
為
ヲ
為
ス
ヲ
業
ト
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
設
立
シ
タ
ル
社
団
」
で
あ
っ
た
(
改
正
前
商
法
五
二
条
一
項)
。
他
方
、
商
行
為
以
外
の
営
利
事
業
を
目
的
と
す
る
社
団
は
、
そ
の
設
立
お
よ
び
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
商
法
の
商
事
会
社
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
た
(
旧
民
法
三
五
条)
。
そ
し
て
、
民
法
の
規
定
に
呼
応
す
る
形
で
、
改
正
前
商
法
は
、「
営
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
社
団
ニ
シ
テ
本
編
ノ
規
定
ニ
依
リ
設
立
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
商
行
為
ヲ
為
ス
ヲ
業
ト
セ
ザ
ル
モ
之
ヲ
会
社
ト
見
做
ス
」
と
定
め
て
い
た
(
改
正
前
商
法
五
二
条
二
項)
。
ま
た
、
商
事
会
社
は
固
有
の
商
人
で
あ
り
(
改
正
前
商
法
四
条
一
項)
、
民
事
会
社
は
擬
制
商
人
と
さ
れ
た
(
同
二
項)
。
さ
ら
に
、
民
事
会
社
の
基
本
行
為
は
準
商
行
為
と
さ
れ
、
商
行
為
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
た
(
同
五
二
三
条)
。
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一
相
原
隆
商
法
に
お
け
る
商
行
為
主
義
か
ら
商
人
主
義
へ
の
転
換
こ
れ
ら
の
取
扱
い
に
よ
り
、
改
正
前
商
法
で
は
、
法
の
適
用
に
お
い
て
商
事
会
社
と
民
事
会
社
を
区
別
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
、
会
社
法
が
両
者
の
区
別
を
廃
止
し
た
こ
と
と
を
、
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
改
正
前
商
法
で
は
、
会
社
の
概
念
定
立
お
よ
び
商
人
資
格
の
付
与
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
商
行
為
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
民
事
会
社
を
包
摂
し
た
こ
と
に
よ
り
商
行
為
主
義
は
破
綻
し
た
と
い
え
る
が
、
法
文
上
は
な
お
商
行
為
主
義
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会
社
法
は
、
会
社
の
概
念
定
立
か
ら
商
行
為
と
い
う
要
素
を
排
除
し
、
反
対
に
、「
会
社
が
そ
の
事
業
と
し
て
す
る
行
為
及
び
そ
の
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
は
、
商
行
為
と
す
る
」
と
規
定
す
る
(
会
五
条)
。
こ
の
規
定
の
意
義
を
、
実
質
的
意
義
に
お
け
る
商
法
が
商
行
為
主
義
か
ら
商
人
主
義
に
転
換
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
仮
説
の
検
証
を
試
み
る
こ
と
に
あ
る
。
(
)
商
法
は
、
そ
の
規
制
対
象
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
商
人
お
よ
び
商
行
為
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
概
念
の
定
め
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
立
法
主
義
が
あ
る
。
第
一
は
商
行
為
主
義
(
客
観
主
義)
で
あ
り
、
行
為
の
客
観
的
な
性
質
か
ら
商
行
為
を
定
め
、
商
行
為
と
い
う
概
念
を
用
い
て
商
人
概
念
を
定
立
す
る
。
第
二
は
商
人
主
義
(
主
観
主
義)
で
あ
り
、
ま
ず
商
人
概
念
を
形
式
的
に
定
め
、
そ
の
商
人
の
営
業
上
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
。
第
三
は
商
行
為
主
義
と
商
人
主
義
と
を
併
用
す
る
折
衷
主
義
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
商
法
が
こ
の
よ
う
な
立
法
主
義
の
基
本
的
枠
組
み
を
維
持
し
て
お
り
、
会
社
法
も
実
質
的
意
義
に
お
け
る
商
法
に
属
し
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
検
討
を
進
め
る
。
(
)
立
法
主
義
の
転
換
を
意
識
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
文
献
と
し
て
、
福
原
紀
彦
「｢
商
人
」｢
商
行
為
」
概
念
の
機
能
と
そ
の
外
延
」
法
学
新
報
第
一
一
四
巻
一
一
・
一
二
号
六
七
三
頁
(
二
〇
〇
八
年)
、
伊
藤
雄
司
「
会
社
の
行
為
に
つ
い
て
の
商
行
為
性
の
推
定
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
第
八
八
二
号
三
〇
頁
(
二
〇
〇
八
年)
、
鈴
木
千
佳
子
「
会
社
の
「
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
」
の
意
義
」
法
学
研
究
第
八
二
巻
一
号
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一
七
五
頁
(
二
〇
〇
九
年)
が
あ
る
。
福
原
教
授
は
、
商
法
典
と
「
い
わ
ゆ
る
企
業
法
説
に
立
っ
て
自
己
完
結
的
な
会
社
法
体
系
の
構
築
を
目
指
し
た
会
社
法
典
と
の
立
法
主
義
上
の
相
克
に
つ
い
て
は
、
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」(
六
七
七
頁)
と
さ
れ
、
伊
藤
準
教
授
は
、「
現
行
法
で
は
、
会
社
に
関
し
て
は
、
先
に
商
人
概
念
を
定
め
、
そ
こ
か
ら
商
行
為
概
念
を
導
き
出
す
主
観
主
義
と
実
質
的
に
同
じ
立
場
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」(
三
四－
三
五
頁)
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鈴
木
教
授
は
、
今
の
と
こ
ろ
、「
会
社
法
の
制
定
に
よ
り
、
会
社
に
関
す
る
部
分
に
限
定
さ
れ
た
商
人
主
義
(
主
観
主
義)
の
導
入
が
図
ら
れ
た
」
と
い
う
立
場
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
(
一
九
五
頁
注(
))
。
筆
者
も
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
(
拙
稿
「
会
社
の
商
人
性
と
会
社
の
行
為
の
商
行
為
性
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
第
一
九
四
号
(
商
法
(
総
則
・
商
行
為)
判
例
百
選
第
五
版)
七
四
頁
(
二
〇
〇
八
年))
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
を
参
考
に
し
つ
つ
、
実
質
的
意
義
に
お
け
る
商
法
が
商
人
主
義
に
転
換
し
た
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
第
二
章
会
社
の
商
人
性
一
会
社
法
と
商
行
為
法
の
適
用
関
係
立
法
担
当
者
は
、
会
社
法
第
五
条
の
趣
旨
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
同
条
は
、「
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
商
行
為
と
さ
れ
た
行
為
に
対
し
て
、
現
行
商
法
第
三
編
に
規
定
さ
れ
て
い
る
商
行
為
に
関
す
る
規
律
を
適
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
法
主
体
の
行
為
に
商
行
為
に
関
す
る
規
律
を
適
用
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
は
、
法
主
体
を
商
人
と
す
る
方
法
(
現
行
商
法
五
二
条
一
項
、
四
条
一
項
参
照)
、
法
主
体
を
商
人
と
み
な
す
方
法
(
現
行
商
法
五
二
条
二
項
、
四
条
二
項
参
照)
、
法
主
体
の
行
為
に
商
行
為
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
方
法
(
現
行
商
法
五
二
三
条
、
現
行
保
険
業
法
二
一
条
二
項
等)
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
会
社
法
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
技
巧
的
な
法
技
術
を
駆
使
す
る
こ
と
な
く
、
端
的
に
会
社
お
よ
び
外
国
会
社
が
そ
の
事
業
と
し
て
す
る
行
為
お
よ
び
そ
の
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
を
商
行
為
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
実
質
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
」(
以
下
、「
趣
旨
説
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三
明
」
と
い
う)
(
)
。
つ
ま
り
、
会
社
法
第
五
条
は
、
会
社
お
よ
び
外
国
会
社
が
そ
の
事
業
と
し
て
す
る
行
為
お
よ
び
そ
の
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
(
以
下
、
単
に
「
会
社
の
行
為
」
と
い
う)
に
商
行
為
法
の
規
定
を
適
用
す
る
た
め
に
立
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
商
行
為
法
の
規
定
が
会
社
の
「
商
行
為
」
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
は
、
会
社
法
第
五
条
に
特
段
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
商
行
為
法
総
則
(
平
成
一
七
年
改
正
商
法
第
二
編
第
一
章)
は
、
①
商
行
為
一
般
に
適
用
さ
れ
る
規
定
、
②
当
事
者
の
一
方
が
商
人
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
定
、
③
当
事
者
の
双
方
が
商
人
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
定
、
④
有
価
証
券
に
関
す
る
通
則
か
ら
な
る
。
ま
た
、
商
事
売
買
(
同
第
二
章)
は
商
人
間
の
売
買
に
適
用
が
あ
り
、
交
互
計
算
(
同
第
三
章)
は
商
人
間
ま
た
は
商
人
と
商
人
で
は
な
い
者
と
の
間
で
平
常
取
引
を
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
商
行
為
法
に
は
、
商
人
に
適
用
さ
れ
る
規
定
(
以
下
で
は
、「
商
人
規
定
」
と
い
う)
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
会
社
に
適
用
す
る
た
め
に
は
、
文
理
上
、
会
社
法
第
五
条
の
規
定
内
容
で
は
足
り
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
(
)
こ
の
点
に
関
し
て
、「
立
法
担
当
者
は
、
商
法
総
則
と
は
別
に
会
社
法
に
規
定
を
置
い
た
た
め
、
会
社
を
商
人
と
み
な
す
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
判
断
し
た
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
(
)
前
記
の
趣
旨
説
明
に
よ
れ
ば
、「
法
主
体
を
商
人
と
す
る
方
法
」
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
立
法
担
当
者
は
、
会
社
に
対
す
る
商
法
の
規
定
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
、
商
行
為
法
の
規
定
の
会
社
に
対
す
る
適
用
関
係
と
、
商
法
総
則
の
規
定
の
会
社
に
対
す
る
適
用
関
係
を
分
け
て
整
理
し
た
。
(
)
し
か
し
、
会
社
法
第
五
条
に
よ
り
商
行
為
法
の
規
定
を
会
社
の
商
行
為
に
適
用
さ
せ
、
ま
た
商
法
総
則
の
規
定
の
う
ち
会
社
に
適
用
す
べ
き
も
の
を
会
社
法
に
定
め
る
こ
と
を
も
っ
て
、
会
社
法
と
商
法
と
の
適
用
関
係
の
整
理
が
完
了
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
会
社
法
の
立
案
過
程
に
お
い
て
大
き
な
見
落
と
し
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
法
律
の
適
用
関
係
を
整
理
す
る
際
に
、
商
法
の
基
本
的
枠
組
み
に
お
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い
て
商
人
概
念
と
商
行
為
概
念
は
相
関
的
な
一
体
性
を
持
つ
こ
と
が
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
禁
じ
得
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
立
法
担
当
者
が
、
判
例
・
通
説
が
認
め
る
通
り
、
商
法
第
四
条
一
項
の
適
用
に
よ
り
会
社
の
商
人
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
前
記
の
趣
旨
説
明
と
は
裏
腹
に
、「
技
巧
的
な
法
技
術
」
を
駆
使
し
た
迂
遠
な
構
造
(
)
の
残
置
を
容
認
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
会
社
の
商
人
性
の
理
解
を
歪
め
る
結
果
を
生
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
二
会
社
の
商
人
性
(
一)
判
例
・
通
説
の
見
解
会
社
法
に
は
、
会
社
の
商
人
性
を
定
め
る
明
文
の
規
定
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
会
社
の
行
為
に
商
人
規
定
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
法
適
用
ま
た
は
解
釈
に
よ
り
会
社
の
商
人
性
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
。
(
)
判
例
・
通
説
は
、
会
社
法
第
五
条
と
商
法
第
四
条
一
項
と
に
よ
り
、
会
社
の
商
人
性
を
導
き
出
す
。
(
)
す
な
わ
ち
、
会
社
が
そ
の
事
業
と
し
て
す
る
行
為
(
基
本
行
為)
は
商
行
為
で
あ
り
、
会
社
は
自
己
の
名
を
も
っ
て
商
行
為
を
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
に
該
当
す
る
か
ら
、
商
人
性
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
会
社
が
商
法
上
の
固
有
の
商
人
と
な
る
。
な
お
、
商
法
第
四
条
一
項
の
会
社
へ
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
商
法
第
一
一
条
一
項
が
「
商
人
(
会
社
及
び
外
国
会
社
を
除
く
。
以
下
こ
の
編
に
お
い
て
同
じ
。)
」
と
規
定
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
位
置
す
る
商
法
第
四
条
一
項
は
会
社
に
適
用
さ
れ
、
商
人
に
は
会
社
が
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
(
)他
方
、
会
社
法
第
五
条
と
商
法
第
五
〇
一
条
な
い
し
第
五
〇
三
条
の
適
用
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
通
説
の
中
に
も
、
会
社
法
第
五
条
が
商
法
第
五
〇
一
条
な
い
し
第
五
〇
三
条
の
適
用
を
排
除
す
る
と
い
う
見
解
(
)
と
、
会
社
法
第
五
条
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五
は
民
事
会
社
の
基
本
行
為
を
商
行
為
と
す
る
点
に
意
義
が
あ
り
、
会
社
の
基
本
行
為
が
絶
対
的
商
行
為
(
商
五
〇
一
条)
ま
た
は
営
業
的
商
行
為
(
商
五
〇
二
条)
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
会
社
法
第
五
条
の
適
用
を
待
た
ず
商
行
為
と
な
る
と
す
る
見
解
(
)
が
あ
る
。
こ
れ
を
会
社
の
商
人
性
と
の
関
係
で
み
る
と
、
前
者
の
見
解
で
は
、
会
社
は
一
律
に
会
社
法
第
五
条
と
商
法
第
四
条
一
項
と
に
よ
り
商
人
資
格
を
取
得
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
見
解
で
は
、
従
来
の
商
事
会
社
は
会
社
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
ら
ず
、
従
来
通
り
商
法
第
四
条
一
項
に
よ
り
商
人
資
格
を
取
得
し
、
民
事
会
社
の
み
が
会
社
法
第
五
条
を
介
し
て
、
新
た
に
商
法
第
四
条
一
項
に
よ
り
商
人
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
(
)
(
二)
判
例
・
通
説
か
ら
の
示
唆
判
例
・
通
説
は
、
会
社
法
第
五
条
が
定
め
る
会
社
の
行
為
の
商
行
為
性
を
所
与
の
前
提
と
し
て
会
社
の
商
人
性
を
認
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
沿
革
的
に
、
会
社
法
上
、
会
社
の
行
為
が
商
行
為
と
さ
れ
る
の
は
、
商
行
為
法
の
適
用
の
た
め
の
法
技
術
で
あ
る
。
会
社
法
は
商
事
会
社
と
民
事
会
社
と
の
区
別
を
廃
止
し
て
、
準
商
行
為
規
定
を
削
除
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
代
替
と
し
て
会
社
法
第
五
条
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
会
社
の
行
為
が
商
行
為
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
何
ら
理
論
的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来
、
あ
る
目
的
を
も
っ
た
技
術
的
な
規
定
は
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
判
例
・
通
説
は
さ
ら
に
、
会
社
法
第
五
条
と
商
法
第
四
条
一
項
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
会
社
に
つ
い
て
一
律
に
商
人
資
格
を
認
め
る
。
そ
の
目
的
は
、
商
行
為
法
の
商
人
規
定
を
会
社
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
商
行
為
法
の
適
用
と
い
う
会
社
法
第
五
条
の
趣
旨
を
補
完
す
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
判
例
・
通
説
の
見
解
が
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
と
同
じ
論
理
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
会
社
が
固
有
の
商
人
と
し
て
商
人
資
格
を
有
す
る
と
ま
で
言
い
切
る
こ
と
に
は
強
い
違
和
感
を
覚
え
る
。
(
)
と
り
わ
け
、
従
来
の
民
事
会
社
に
つ
い
て
、
会
社
法
第
五
条
に
よ
り
そ
の
基
本
行
為
が
商
行
為
と
さ
れ
、
商
法
四
条
一
項
に
よ
り
固
有
の
商
人
と
な
る
と
い
う
論
理
は
、
到
底
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
に
は
、
法
技
術
と
法
理
法と政治 63巻 1号 (2012年 4月)
論
説
56
五
六
論
の
す
り
替
え
な
い
し
は
混
同
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
会
社
の
商
人
性
と
の
関
係
で
、
会
社
法
第
五
条
に
お
い
て
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
理
論
的
な
根
拠
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
民
事
会
社
と
い
う
概
念
が
廃
棄
さ
れ
た
以
上
、
会
社
は
形
式
的
に
は
す
べ
て
商
事
会
社
で
あ
る
と
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。」
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
(
)
そ
れ
で
は
、「
本
質
的
に
は
」
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
会
社
は
当
然
に
商
人
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
「
当
然
に
商
人
」
な
の
か
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
(
)
さ
ら
に
は
、「
会
社
を
商
人
と
す
る
結
論
は
動
か
せ
な
い
」
こ
と
を
明
言
す
る
見
解
も
あ
る
。
(
)
そ
の
本
質
性
、
当
然
性
お
よ
び
不
動
性
は
、
何
に
由
来
す
べ
き
も
の
な
の
か
。
端
的
に
言
っ
て
、「
会
社
は
商
人
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
会
社
法
第
五
条
は
、
会
社
の
商
人
性
を
前
提
と
し
て
、
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
だ
け
で
、
会
社
の
行
為
が
商
行
為
と
な
る
理
論
的
な
根
拠
が
提
供
さ
れ
、
前
述
の
違
和
感
や
疑
問
は
す
べ
て
氷
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
法
上
、
会
社
は
商
人
で
あ
る
。
会
社
法
第
五
条
は
、
商
人
で
あ
る
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
。
他
方
、
会
社
法
に
は
会
社
が
商
人
で
あ
る
こ
と
を
定
め
る
明
文
の
規
定
が
な
い
の
で
、
商
行
為
法
の
商
人
規
定
を
適
用
す
る
た
め
に
、
法
適
用
ま
た
は
解
釈
に
よ
っ
て
会
社
の
商
人
性
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
判
例
・
通
説
は
、
商
法
四
条
一
項
を
利
用
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
の
民
事
会
社
も
形
式
上
商
事
会
社
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
会
社
は
商
人
で
あ
る
」
こ
と
を
前
提
に
置
く
こ
と
で
、
法
理
論
と
法
技
術
が
明
確
に
識
別
さ
れ
、
か
つ
論
理
的
な
破
綻
も
生
じ
な
い
。
(
三)
解
釈
論
・
立
法
論
の
検
討
そ
れ
で
は
、
会
社
法
第
五
条
の
解
釈
と
し
て
、
会
社
の
商
人
性
を
承
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
た
め
に
、
私
見
と
し
て
、
会
社
法
第
五
条
は
、
会
社
の
商
人
性
を
前
提
と
し
て
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
規
定
で
あ
り
、
前
提
と
な
る
会
社
の
商
人
性
を
も
内
包
し
て
規
定
す
る
と
い
う
解
釈
を
提
示
し
た
い
。
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五
七
し
か
し
、
会
社
法
第
五
条
の
規
定
か
ら
「
会
社
は
商
人
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
に
は
、
次
の
よ
う
な
批
判
が
予
測
さ
れ
る
。
商
人
と
商
行
為
と
い
う
概
念
は
、
法
律
の
適
用
範
囲
を
画
す
る
も
の
で
あ
り
、
明
確
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
会
社
法
第
五
条
の
文
理
上
、
法
文
の
主
語
で
あ
る
「
会
社
」
と
い
う
文
言
を
捉
え
て
、
こ
れ
を
商
人
と
同
一
視
し
、
会
社
が
商
人
で
あ
る
こ
と
を
も
定
め
る
と
ま
で
解
釈
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
記
の
趣
旨
説
明
に
よ
れ
ば
、
会
社
法
第
五
条
の
立
案
過
程
に
お
い
て
、
法
主
体
を
商
人
と
す
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
理
上
も
沿
革
上
も
、
会
社
法
第
五
条
の
規
定
か
ら
「
会
社
は
商
人
で
あ
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
他
方
、
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
と
い
う
規
定
内
容
に
照
ら
し
て
、
会
社
が
商
人
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
に
は
、
論
理
的
な
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
法
文
か
ら
の
乖
離
が
著
し
く
、
法
文
の
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
結
論
に
到
達
す
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
会
社
法
第
五
条
は
そ
こ
ま
で
定
め
て
い
な
い
と
い
う
反
論
に
対
し
て
、
再
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
会
社
が
商
人
で
あ
る
こ
と
の
本
質
性
や
当
然
性
を
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
規
定
の
解
釈
か
ら
導
き
出
す
こ
と
は
、
法
文
の
解
釈
を
超
え
た
作
業
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
立
法
論
と
し
て
は
、
会
社
法
第
五
条
一
項
と
し
て
「
会
社
は
商
人
と
す
る
」
と
い
う
規
定
を
追
加
す
る
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
。
(
)
会
社
法
第
五
条
自
体
が
前
提
と
な
る
会
社
の
商
人
性
を
も
内
包
し
て
規
定
す
る
と
解
釈
す
る
場
合
に
は
、
商
人
規
定
は
会
社
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
解
釈
が
法
解
釈
と
し
て
承
認
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
商
人
規
定
の
「
商
人
」
と
い
う
文
言
が
「
会
社
」
を
含
む
と
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
様
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
)
前
述
の
よ
う
に
、
商
法
第
一
一
条
一
項
は
、「
商
人
(
会
社
及
び
外
国
会
社
を
除
く
。
以
下
こ
の
編
に
お
い
て
同
じ
。)
」
と
定
め
、
商
法
総
則
第
四
章
以
下
の
規
定
を
会
社
に
適
用
し
な
い
。
他
方
、
商
行
為
法
は
会
社
へ
の
適
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
除
外
規
定
を
持
た
ず
、「
商
人
」
が
法と政治 63巻 1号 (2012年 4月)
論
説
58
五
八
会
社
を
含
む
と
解
釈
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
。
む
し
ろ
、
商
法
総
則
と
商
行
為
法
を
統
一
的
に
解
釈
す
れ
ば
、
商
人
規
定
の
「
商
人
」
に
は
会
社
が
含
ま
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
会
社
法
第
五
条
ま
た
は
商
人
規
定
の
解
釈
に
よ
り
商
人
規
定
を
会
社
に
直
接
適
用
す
る
こ
と
は
、
商
法
第
四
条
一
項
を
介
す
る
と
い
う
迂
遠
な
構
造
を
回
避
し
、
会
社
の
商
人
性
に
関
す
る
誤
解
を
排
除
す
る
。
(
)
相
澤
哲
編
『
立
法
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
』(
別
冊
商
事
法
務
第
二
九
五
号)
一
三
頁
(
二
〇
〇
六
年)
(
)
商
人
規
定
に
は
、
①
当
事
者
の
一
方
が
商
人
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
定
と
し
て
、
本
人
の
死
亡
と
代
理
権
の
存
続
(
商
五
〇
六
条)
・
諾
否
通
知
義
務
(
商
五
〇
九
条)
・
送
付
品
保
管
義
務
(
商
五
一
〇
条)
・
商
人
の
報
酬
請
求
権
(
商
五
一
二
条)
・
立
替
金
の
利
息
請
求
権
(
商
五
一
三
条
二
項)
・
受
寄
者
の
善
管
注
意
義
務
(
商
五
九
三
条)
・
交
互
計
算
(
商
五
二
九
条
以
下)
が
あ
り
、
②
当
事
者
の
双
方
が
商
人
で
あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
規
定
と
し
て
、
法
定
利
息
請
求
権
(
商
五
一
三
条
一
項)
・
商
人
間
の
留
置
権
(
商
五
二
一
条)
・
商
事
売
買
(
商
五
二
四
条
以
下)
が
あ
る
。
そ
の
他
に
、
付
属
的
商
行
為
(
商
五
〇
三
条)
の
適
用
も
問
題
と
な
る
。
(
)
奥
島
孝
康
ほ
か
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
Ⅰ
』
四
八
頁
(
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年)
[
浜
田
道
代]
(
以
下
、
「
新
基
本
法
コ
ン
メ
」
と
し
て
引
用
す
る)
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
商
法
の
改
正
」
私
法
第
七
三
号
五
三
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年)
、
六
四
頁
[
藤
田]
(
以
下
、｢
シ
ン
ポ｣
と
し
て
引
用
す
る)
。
(
)
相
澤
・
前
掲
注(
)
一
二
頁
(
)
新
基
本
法
コ
ン
メ
・
前
掲
注(
)
同
頁
(
)
本
稿
で
は
、
商
人
規
定
の
適
用
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
会
社
の
商
人
性
の
根
拠
を
検
討
す
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
現
行
法
に
お
い
て
適
切
さ
を
欠
く
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
商
人
規
定
を
会
社
に
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
存
す
る
。
本
稿
で
は
逐
条
的
な
吟
味
を
し
な
い
が
、
将
来
的
に
商
行
為
法
が
改
正
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
基
礎
を
失
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
よ
り
直
截
的
に
会
社
法
第
五
条
論
と
し
て
会
社
の
商
人
性
を
論
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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五
九
会
社
の
商
人
性
は
、
法
規
定
の
適
用
関
係
に
よ
っ
て
消
長
を
き
た
す
も
の
で
は
な
く
、
根
源
的
な
枠
組
み
の
問
題
と
し
て
会
社
法
に
内
在
し
続
け
る
も
の
で
あ
る
。
(
)
最
二
判
平
成
二
〇
年
二
月
二
二
日
民
集
六
二
巻
二
号
五
七
六
頁
。
同
判
決
の
評
釈
と
し
て
、
笹
本
幸
祐
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
第
六
四
二
号
一
一
五
頁
(
二
〇
〇
八
年)
、
伊
藤
・
前
掲
注(
)
、
弥
永
真
生
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
第
一
三
六
四
号
五
〇
頁
(
二
〇
〇
八
年)
、
日
下
部
真
治
・
金
融
・
商
事
判
例
第
一
三
〇
七
号
二
〇
頁
(
二
〇
〇
九
年)
、
黒
野
葉
子
・
金
融
・
商
事
判
例
第
一
三
一
〇
号
二
〇
頁
(
二
〇
〇
九
年)
、
山
田
純
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
第
一
三
七
六
号
(
平
成
二
〇
年
度
重
要
判
例
解
説)
一
二
七
頁
(
二
〇
〇
九
年)
、
山
田
知
司
・
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
(
平
成
二
〇
年
度
主
要
民
事
判
例
解
説)
一
四
八
頁
(
二
〇
〇
九
年)
、
絹
川
泰
毅
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
(
平
成
二
〇
年
度)
一
二
一
頁
(
二
〇
一
一
年)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
吉
本
健
一
『
レ
ク
チ
ャ
ー
会
社
法
』
一
一
頁
(
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
八
年)
、
前
田
庸
『
会
社
法
入
門
(
第
一
二
版)
』
七
頁
(
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年)
、
柴
田
和
史
『
会
社
法
詳
解
』
一
一
頁
(
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年)
、
宮
島
司
『
新
会
社
法
エ
ッ
セ
ン
ス
(
第
三
版
補
正
版)
』
一
四
頁
(
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年)
、
稲
葉
威
雄
『
会
社
法
の
解
明
』
一
三
七
頁
(
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
〇
年)
、
加
美
和
照
『
新
訂
会
社
法
(
第
一
〇
版)
』
三
二
頁
(
勁
草
書
房
、
二
〇
一
一
年)
、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
(
第
四
版)
』
三
二
頁
(
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年)
、
神
田
秀
樹
『
会
社
法
(
第
一
四
版)
』
一
三
頁
(
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
年)
、
江
頭
憲
治
郎
＝
門
口
正
人
編
集
代
表
『
会
社
法
大
系
第
一
巻
』
一
五
頁
(
青
林
書
院
、
二
〇
〇
八
年)
[
弥
永
真
生
﹈(
以
下
、「
会
社
法
大
系
」
と
し
て
引
用
す
る)
、
酒
巻
俊
雄
＝
龍
田
節
編
集
代
表
『
逐
条
解
説
会
社
法
第
一
巻
』
一
〇
五
頁
(
中
央
経
済
社
、
二
〇
〇
八
年)
[
森
本
滋
﹈(
以
下
、「
逐
条
解
説
」
と
し
て
引
用
す
る)
、
江
頭
憲
治
郎
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
１
』
一
三
一
頁
(
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年)
[
江
頭
憲
治
郎
﹈
(
以
下
、「
会
社
法
コ
ン
メ
」
と
し
て
引
用
す
る)
、
江
頭
憲
治
郎
＝
中
村
直
人
編
『
論
点
体
系
会
社
法
１
』
二
八
頁
(
第
一
法
規
、
二
〇
一
二
年)
[
遠
山
聡
﹈
な
ど
多
数
の
学
説
が
、
会
社
は
商
法
第
四
条
一
項
に
よ
り
商
人
に
な
る
と
す
る
。
(
)
弥
永
・
前
掲
注(
)
五
一
頁
、
絹
川
・
前
掲
注(
)
一
二
七
頁
、
宮
島
・
前
掲
注(
)
一
五
頁
、
会
社
法
大
系
・
前
掲
注(
)
同
頁
(
)
逐
条
解
説
・
前
掲
注(
)
同
頁
(
)
会
社
法
コ
ン
メ
・
前
掲
注(
)
同
頁
、
新
基
本
法
コ
ン
メ
・
前
掲
注(
)
同
頁
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()
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に
、
会
社
法
第
五
条
と
商
法
第
四
条
二
項
と
の
適
用
関
係
を
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
よ
う
。
通
説
は
、
会
社
法
第
五
条
に
よ
り
商
法
第
四
条
二
項
を
適
用
す
る
余
地
ま
た
は
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
解
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
商
法
第
四
条
二
項
に
よ
り
「
店
舗
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
設
備
に
よ
っ
て
物
品
を
販
売
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
者
ま
た
は
鉱
業
を
営
む
者
」
は
擬
制
商
人
と
さ
れ
る
が
、「
そ
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
会
社
も
商
人
と
み
な
さ
れ
る
」
と
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
(
郡
谷
大
輔
＝
細
川
充
「
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
商
法
お
よ
び
民
法
等
の
一
部
改
正
」
商
事
法
務
第
一
七
四
一
号
三
二
頁
(
二
〇
〇
五
年)
、
三
三
頁)
。
(
)
商
法
第
四
条
一
項
に
よ
り
会
社
の
商
人
性
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
福
原
・
前
掲
注(
)
同
頁
は
、「
技
術
的
に
は
合
理
的
で
あ
る
が
、
固
有
の
商
人
と
な
る
と
い
う
点
で
、
新
会
社
法
大
系
を
構
築
し
た
理
論
的
意
義
が
減
殺
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
理
論
的
に
抵
抗
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
さ
れ
、
伊
藤
・
前
掲
注
(
)
三
一
頁
は
、「
基
本
的
商
行
為
か
ら
商
人
概
念
を
導
き
出
す
商
法
四
条
一
項
の
趣
旨
と
は
そ
ぐ
わ
な
い
嫌
い
が
あ
る
が
、
会
社
を
商
人
と
す
る
結
論
は
動
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
立
法
の
瑕
疵
を
補
う
も
の
と
し
て
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
さ
れ
る
。
何
れ
の
見
解
も
私
見
の
よ
う
な
違
和
感
を
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
)
神
作
裕
之
「
会
社
法
総
則
・
疑
似
外
国
会
社
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
第
一
二
九
五
号
一
三
四
頁
(
二
〇
〇
五
年)
、
一
三
五－
六
頁
(
)
例
え
ば
、
笹
本
・
前
掲
注(
)
同
頁
は
、「
会
社
は
当
然
に
商
人
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
(
形
態
商
人)
」
と
さ
れ
、
柴
田
・
前
掲
注
(
)
同
頁
は
、「
会
社
は
当
然
に
商
人
で
あ
る
(
五
条
、
商
四
条
一
項)
」
と
さ
れ
る
。
前
者
は
、
会
社
が
会
社
と
い
う
形
態
に
よ
っ
て
商
人
と
な
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
れ
ば
、
私
見
も
同
旨
で
あ
る
。
他
方
、
後
者
が
会
社
法
第
五
条
と
商
法
第
四
条
一
項
を
根
拠
条
文
と
し
て
「
当
然
に｣
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
適
用
の
操
作
を
経
て
も
な
お
当
然
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
(
)
伊
藤
・
前
掲
注(
)
の
引
用
部
分
(
)
シ
ン
ポ
・
前
掲
注(
	)
同
頁
。
藤
田
教
授
は
、
商
人
規
定
の
適
用
の
た
め
に
、｢
会
社
は
商
人
で
あ
る
」
と
い
っ
た
条
文
を
置
く
こ
と
に
賛
成
さ
れ
る
。
他
方
、
本
稿
で
は
、
商
法
が
商
人
概
念
お
よ
び
商
行
為
概
念
を
も
っ
て
適
用
範
囲
を
画
す
る
と
い
う
基
本
的
枠
組
み
を
維
持
す
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
会
社
の
商
人
性
の
根
拠
条
文
と
し
て
、
か
か
る
規
定
の
必
要
性
を
論
じ
た
。
藤
田
教
授
は
、
こ
れ
ら
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一
の
概
念
が
「
今
後
も
統
一
的
な
法
典
を
編
纂
す
る
基
本
概
念
と
し
て
有
効
か｣
を
検
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
る
(
藤
田
友
敬
「
総
論：
商
法
総
則
・
商
行
為
法
の
現
状
と
未
来
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
第
九
三
五
号
二
頁
(
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年)
、
一
〇
頁)
が
、
実
質
的
意
義
に
お
け
る
商
法
と
い
う
概
念
の
存
否
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、
現
行
法
の
立
法
主
義
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
(
)
な
お
、
商
人
規
定
の
う
ち
、
会
社
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
定
を
類
推
適
用
す
る
と
い
う
手
法
も
あ
り
得
る
が
、
類
推
適
用
で
は
法
律
の
適
用
の
安
定
性
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
三
章
商
人
主
義
へ
の
転
換
の
意
義
一
商
人
主
義
へ
の
転
換
会
社
法
第
五
条
は
、
会
社
の
商
人
性
を
前
提
と
し
て
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
規
定
で
あ
り
、
前
提
と
な
る
会
社
の
商
人
性
を
も
内
包
し
て
規
定
す
る
。
こ
の
私
見
が
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
会
社
法
は
す
で
に
商
人
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
会
社
は
商
人
と
す
る
」
と
い
う
規
定
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
法
の
商
人
主
義
が
不
動
の
も
の
と
な
る
。
平
成
一
七
年
改
正
前
は
、
商
事
会
社
は
固
有
の
商
人
で
あ
り
、
民
事
会
社
は
擬
制
商
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
会
社
法
(
商
法
第
二
編)
は
、
商
行
為
主
義
を
基
調
と
し
て
、
商
人
主
義
を
採
り
入
れ
た
折
衷
主
義
を
採
用
し
て
い
た
。
昭
和
一
三
年
改
正
前
は
商
行
為
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
会
社
法
は
、
昭
和
一
三
年
改
正
に
よ
り
商
行
為
主
義
か
ら
折
衷
主
義
に
、
平
成
一
七
年
会
社
法
に
よ
り
折
衷
主
義
か
ら
商
人
主
義
に
転
換
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
(
)
商
行
為
主
義
で
は
、
商
人
資
格
の
基
礎
と
な
る
商
行
為
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
同
時
に
、
商
行
為
主
義
の
致
命
的
な
欠
陥
と
な
る
。
固
有
の
商
人
は
、
商
行
為
を
基
本
行
為
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
人
資
格
を
取
得
す
る
。
商
法
は
、
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二
対
的
商
行
為
(
商
五
〇
一
条)
と
営
業
的
商
行
為
(
商
五
〇
二
条)
を
列
挙
す
る
が
、
そ
の
選
定
に
は
客
観
的
な
基
準
が
な
く
、
恣
意
性
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
制
定
法
の
硬
直
性
ゆ
え
に
、
経
済
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
新
た
な
種
類
の
営
業
を
包
摂
し
え
な
い
。
(
)
こ
の
欠
陥
を
克
服
す
る
た
め
に
、
改
正
前
商
法
は
、
商
行
為
を
基
本
行
為
と
し
な
い
会
社
を
認
め
、
そ
れ
を
擬
制
商
人
と
し
、
そ
の
基
本
行
為
を
準
商
行
為
と
し
た
。
そ
し
て
、
民
事
会
社
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、
会
社
の
商
人
性
は
、
そ
の
基
礎
を
行
為
か
ら
主
体
へ
と
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
商
事
会
社
と
民
事
会
社
の
共
通
項
は
、
会
社
で
あ
っ
て
、
商
人
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
会
社
を
商
人
と
す
る
こ
と
で
両
者
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
こ
と
で
、
商
行
為
主
義
の
欠
陥
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
商
法
は
、
商
人
概
念
の
定
立
に
つ
い
て
、
折
衷
主
義
を
維
持
す
る
。
商
法
四
条
の
固
有
の
適
用
対
象
は
、
個
人
お
よ
び
会
社
以
外
の
法
人
(
以
下
、「
個
人
商
人
」
と
総
称
す
る)
で
あ
る
。
(
)
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
、「
事
業
の
種
類
や
内
容
に
関
係
な
く
、
形
式
的
に
商
人
的
方
法
に
よ
っ
て
営
業
を
営
む
」
(
)
と
い
う
商
人
主
義
の
基
準
の
み
に
よ
っ
て
、
商
人
資
格
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
固
有
の
商
人
に
つ
い
て
、
商
人
主
義
へ
の
転
換
は
実
現
性
が
乏
し
い
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ず
、
わ
が
国
の
商
法
に
お
い
て
、
商
人
主
義
(
会
社
・
擬
制
商
人)
と
商
行
為
主
義
(
固
有
の
商
人)
の
併
存
状
態
が
続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
(
)
そ
の
意
味
で
は
折
衷
主
義
が
維
持
さ
れ
る
が
、
経
済
活
動
の
主
た
る
担
い
手
と
な
る
企
業
主
体
は
会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
意
義
に
お
け
る
商
法
の
基
軸
は
商
行
為
主
義
か
ら
商
人
主
義
に
転
換
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
(
)
二
商
人
主
義
へ
の
転
換
の
意
義
(
一)
会
社
概
念
の
変
容
改
正
前
商
法
の
下
で
は
、
会
社
は
営
利
事
業
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
出
資
者
で
あ
る
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三
構
成
員
に
分
配
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
営
利
事
業
に
つ
い
て
、
商
事
会
社
の
対
外
的
活
動
は
そ
の
基
本
行
為
で
あ
る
商
行
為
で
あ
り
、
商
行
為
の
営
利
性
が
会
社
の
営
利
性
の
源
泉
と
な
る
。
ま
た
、
民
事
会
社
も
、
営
利
事
業
を
営
む
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
事
業
の
営
利
性
が
会
社
の
営
利
性
に
反
映
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
商
人
主
義
へ
転
換
す
る
と
き
は
、
会
社
と
い
う
企
業
形
態
あ
る
い
は
経
営
方
式
を
も
っ
て
、
会
社
は
商
人
と
な
る
。
商
人
と
は
商
法
の
規
制
対
象
と
な
る
主
体
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
営
利
性
に
つ
い
て
は
無
色
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
商
人
主
義
の
下
で
、
商
行
為
ま
た
は
営
利
事
業
を
介
在
さ
せ
ず
に
会
社
の
事
業
の
営
利
性
と
い
う
概
念
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
別
の
論
理
や
根
拠
を
探
求
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
事
業
の
営
利
性
が
会
社
の
本
質
的
な
要
素
で
は
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(
)
。
他
方
、
利
益
の
構
成
員
へ
の
分
配
は
、
利
益
配
当
ま
た
は
残
余
財
産
分
配
と
い
う
形
式
を
と
る
。
会
社
法
は
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
、
株
主
に
剰
余
金
分
配
請
求
権
お
よ
び
残
余
財
産
分
配
請
求
権
の
双
方
を
付
与
し
な
い
定
款
の
定
め
を
無
効
と
す
る
(
会
一
〇
五
条
二
項)
。
ま
た
、
持
分
会
社
で
も
、
社
員
は
会
社
に
対
し
て
利
益
の
配
当
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
る
(
会
六
二
一
条
一
項
・
六
六
六
条)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
般
社
団
法
人
で
は
、
社
員
に
剰
余
金
分
配
請
求
権
ま
た
は
残
余
財
産
分
配
請
求
権
を
付
与
す
る
定
款
の
定
め
を
無
効
と
す
る
(
一
般
法
人
一
一
条
二
項)
。
両
者
の
対
比
か
ら
、
利
益
の
分
配
構
造
を
有
す
る
と
い
う
点
で
は
、
会
社
は
な
お
営
利
性
を
維
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
会
社
法
は
、
会
社
自
治
に
よ
っ
て
株
主
に
剰
余
金
分
配
請
求
権
を
付
与
し
な
い
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
の
営
利
性
が
な
お
会
社
の
本
質
的
な
要
素
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
(
)
。
会
社
法
は
、
会
社
の
概
念
を
定
義
し
て
お
ら
ず
、
営
利
性
の
要
請
も
な
い
。
そ
こ
で
、
社
団
性
と
と
も
に
営
利
性
も
消
極
的
に
評
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四
価
す
れ
ば
、
会
社
は
、「
会
社
法
に
し
た
が
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
」
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
(
二)
会
社
法
と
商
法
総
則
の
適
用
関
係
会
社
法
第
五
条
に
お
い
て
会
社
が
商
人
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
商
法
四
条
を
会
社
に
適
用
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
ま
た
、
商
法
第
一
条
か
ら
第
一
〇
条
ま
で
の
規
定
の
う
ち
、
第
二
条
(
公
法
人
の
商
行
為)
は
、
私
法
人
で
あ
る
会
社
に
適
用
が
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
第
三
条
(
一
方
的
商
行
為)
は
商
行
為
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
り
、
そ
の
主
体
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
第
五
条
(
未
成
年
者
登
記)
お
よ
び
第
六
条
(
後
見
人
登
記)
は
、
明
ら
か
に
自
然
人
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
っ
て
、
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
第
七
条
(
小
商
人)
の
規
定
も
会
社
に
は
適
用
が
な
い
。
(
)
し
た
が
っ
て
、
商
法
第
一
編
第
二
章
(
商
人)
の
す
べ
て
の
規
定
が
会
社
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
同
第
三
章
(
商
業
登
記)
も
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
商
法
総
則
の
規
定
の
う
ち
会
社
に
適
用
さ
れ
る
の
は
、
第
一
条
一
項
の
み
と
な
る
。
同
項
は
、「
商
人
の
営
業
、
商
行
為
そ
の
他
商
事
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
」
と
規
定
し
、
商
法
と
会
社
法
と
を
接
合
さ
せ
る
機
能
を
果
た
す
。
な
お
、
同
条
二
項
は
、
法
律
の
適
用
順
序
と
商
慣
習
の
制
定
法
改
廃
力
を
定
め
る
が
、
会
社
法
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
会
社
法
第
五
条
に
よ
り
会
社
が
商
人
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
商
法
第
一
条
一
項
の
み
が
会
社
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
会
社
法
と
商
法
総
則
と
の
適
用
関
係
が
簡
明
に
整
理
さ
れ
る
。
(
三)
会
社
法
と
商
行
為
法
と
の
適
用
関
係
商
行
為
法
に
つ
い
て
も
、
会
社
法
第
五
条
に
よ
り
会
社
が
商
人
と
さ
れ
れ
ば
、
商
行
為
一
般
に
適
用
の
あ
る
規
定
と
商
人
に
適
用
の
あ
る
規
定
の
双
方
が
会
社
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
個
人
商
人
に
の
み
適
用
さ
れ
る
規
定
が
会
社
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
個
人
商
人
に
つ
い
て
は
商
行
為
主
義
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
商
法
四
条
一
項
と
の
関
係
で
商
法
第
五
〇
一
条
と
第
五
〇
二
条
を
残
置
す
る
必
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五
要
が
あ
る
が
、
こ
の
二
か
条
は
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
商
法
五
〇
三
条
も
元
来
、
固
有
の
商
人
の
付
属
行
為
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
定
で
あ
っ
て
、
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
付
属
的
商
行
為
は
基
本
的
商
行
為
に
対
す
る
概
念
で
あ
り
、
商
行
為
主
義
の
産
物
で
あ
る
か
ら
、
商
人
主
義
の
下
で
は
、
独
立
し
た
概
念
と
し
て
維
持
す
る
必
要
性
は
な
い
。
し
か
し
、
現
行
法
の
問
題
と
し
て
、
商
法
第
五
〇
三
条
と
会
社
法
第
五
条
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
付
属
的
行
為
の
商
行
為
性
に
つ
い
て
、
会
社
法
第
五
条
が
商
法
第
五
〇
三
条
一
項
と
同
旨
の
規
定
を
置
く
た
め
、
同
項
は
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
多
数
説
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
(
)
他
方
、
同
条
二
項
の
付
属
的
商
行
為
の
推
定
規
定
は
、
会
社
法
第
五
条
に
は
定
め
が
な
い
た
め
、
会
社
に
適
用
さ
れ
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
最
高
裁
判
例
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
が
、
学
説
は
肯
定
説
と
否
定
説
と
に
分
か
れ
る
。
(
)
商
法
第
五
〇
三
条
二
項
は
、「
商
人
の
行
為
は
、
そ
の
営
業
の
た
め
に
す
る
も
の
と
推
定
す
る
」
と
定
め
る
。
従
来
か
ら
、
通
説
は
、
会
社
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
商
人
で
あ
り
、
一
般
個
人
の
よ
う
な
私
生
活
は
な
い
か
ら
、
そ
の
行
為
は
、
事
業
と
し
て
す
る
行
為
で
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
で
あ
る
と
解
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
の
対
外
的
な
行
為
は
す
べ
て
商
行
為
と
な
る
か
ら
、
付
属
的
商
行
為
の
推
定
規
定
は
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会
社
も
社
会
的
実
在
と
し
て
存
在
し
、
か
つ
活
動
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
営
業
生
活
以
外
に
一
般
社
会
人
と
し
て
の
生
活
領
域
が
存
在
し
う
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
商
法
第
五
〇
三
条
二
項
の
規
定
を
会
社
に
適
用
す
る
余
地
を
認
め
る
学
説
が
あ
る
。
(
)
こ
の
通
説
と
少
数
説
の
対
立
は
、
あ
る
い
は
次
元
を
異
に
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
通
説
は
、
商
法
の
適
用
対
象
と
し
て
の
商
行
為
概
念
と
い
う
観
点
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
商
法
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
明
確
に
画
す
る
た
め
に
、
商
人
お
よ
び
商
行
為
と
い
う
概
念
を
用
い
る
。
民
法
と
の
境
界
画
定
の
た
め
の
概
念
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
会
社
の
行
為
の
商
行
為
性
は
明
確
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
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六
が
望
ま
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
の
行
為
は
す
べ
て
商
行
為
で
あ
り
、
付
属
的
商
行
為
の
推
定
規
定
は
個
人
商
人
に
の
み
限
定
的
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
画
一
的
な
考
え
方
は
、
商
人
資
格
の
取
得
時
期
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
会
社
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
商
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
成
立
と
と
も
に
商
人
資
格
を
取
得
す
る
。
開
業
準
備
行
為
の
付
属
的
商
行
為
性
が
問
題
と
さ
れ
な
い
の
は
、
会
社
に
は
一
般
社
会
人
と
し
て
の
生
活
領
域
は
な
い
と
認
識
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
少
数
説
は
、
定
款
所
定
の
目
的
に
よ
る
会
社
の
権
利
能
力
の
制
限
が
実
質
的
に
放
棄
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
会
社
の
事
業
と
関
係
の
薄
い
行
為
も
会
社
の
行
為
と
な
る
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
会
社
の
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
か
ど
う
か
を
基
準
に
、
そ
の
行
為
の
商
行
為
性
を
判
断
す
る
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
。
(
)
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
会
社
の
行
為
の
実
質
を
捉
え
て
適
用
法
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
が
、
境
界
画
定
の
明
確
化
と
い
う
商
行
為
概
念
の
存
在
意
義
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
数
説
に
対
し
て
、
通
説
は
、
会
社
の
支
出
は
す
べ
て
事
業
に
関
す
る
も
の
と
し
て
商
業
帳
簿
の
記
載
事
項
と
な
る
か
ら
、
広
い
意
味
で
の
営
業
生
活
に
属
す
る
も
の
と
解
し
て
徹
底
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
反
論
す
る
。
こ
の
反
論
の
趣
旨
も
境
界
画
定
の
明
確
化
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
会
社
法
第
五
条
が
、
単
に
「
会
社
の
行
為
は
商
行
為
と
す
る
」
と
規
定
せ
ず
に
、「
そ
の
事
業
と
し
て
す
る
行
為
及
び
そ
の
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
会
社
の
行
為
が
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
(
)
し
た
が
っ
て
、
会
社
法
に
お
い
て
通
説
の
立
場
を
と
る
こ
と
は
、
第
五
条
の
文
理
上
、
無
理
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
(
)
し
か
し
な
が
ら
、
会
社
法
第
五
条
は
、
従
来
の
商
行
為
主
義
に
則
り
、
会
社
の
行
為
を
基
本
行
為
と
付
属
行
為
に
分
け
て
規
定
し
た
と
理
解
す
れ
ば
、
従
来
の
議
論
に
何
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
規
定
の
文
言
が
第
三
の
行
為
の
存
在
を
示
唆
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
会
社
法
第
五
条
は
、
商
法
第
五
〇
三
条
一
項
の
内
容
を
取
り
込
む
が
、
同
条
二
項
と
同
旨
の
規
定
は
置
い
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
規
定
の
形
式
上
、
会
社
法
は
、
会
社
に
は
付
属
的
商
行
為
の
推
定
規
定
を
適
用
し
な
い
趣
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六
七
旨
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
)
明
文
を
も
っ
て
商
法
五
〇
三
条
一
項
の
規
定
内
容
を
取
り
込
む
一
方
で
、
同
条
二
項
に
つ
い
て
は
商
法
第
四
条
一
項
を
介
し
て
会
社
に
適
用
さ
せ
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
技
巧
に
す
ぎ
る
。
(
)
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
記
最
高
裁
判
決
は
何
ら
言
及
せ
ず
に
、
商
法
第
五
〇
三
条
二
項
を
会
社
に
適
用
し
た
。
私
見
で
は
、
境
界
画
定
の
明
確
化
と
い
う
商
行
為
概
念
の
意
義
と
規
定
形
式
の
二
点
か
ら
、
会
社
法
の
下
で
も
従
来
の
通
説
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
(
)
と
こ
ろ
で
、
商
人
主
義
に
立
て
ば
、
こ
の
問
題
は
一
掃
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
商
人
主
義
の
下
で
は
、
会
社
は
、
そ
の
企
業
形
態
あ
る
い
は
経
営
方
式
を
も
っ
て
商
人
と
さ
れ
、
会
社
の
行
為
は
、
商
人
の
行
為
と
し
て
商
行
為
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
の
事
業
と
の
関
連
性
を
基
礎
と
し
て
、
会
社
の
行
為
の
商
行
為
性
を
判
断
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
(
)
付
属
的
商
行
為
の
推
定
規
定
が
会
社
に
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
も
解
消
さ
れ
、
会
社
法
に
つ
い
て
も
通
説
の
立
場
が
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
立
法
論
と
し
て
、
商
法
第
五
〇
一
条
な
い
し
第
五
〇
三
条
を
商
法
総
則
に
移
動
さ
せ
、
商
法
第
四
条
の
直
後
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
会
社
法
第
五
条
の
法
文
を
「
会
社
の
行
為
は
商
行
為
と
す
る
」
と
修
正
す
る
こ
と
が
検
討
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
「
会
社
の
行
為
」
と
は
対
外
的
な
行
為
を
意
味
し
、
会
社
の
組
織
法
的
・
団
体
法
的
行
為
を
含
ま
な
い
こ
と
は
従
前
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
)
明
治
三
二
年
商
法
第
四
条
は
、
固
有
の
商
人
の
み
を
定
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
四
年
改
正
商
法
が
、
商
法
第
四
二
条
二
項
を
新
設
し
て
、
民
事
会
社
を
会
社
と
み
な
す
旨
の
規
定
を
置
い
た
(
こ
の
規
定
は
、
昭
和
一
三
年
改
正
に
よ
り
商
法
第
五
二
条
二
項
と
な
る)
。
そ
し
て
、
明
治
四
四
年
改
正
以
降
、
民
事
会
社
が
商
人
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
て
い
た
の
で
、
昭
和
一
三
年
改
正
商
法
は
、
第
四
条
二
項
を
新
設
し
て
、
民
事
会
社
を
擬
制
商
人
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
昭
和
一
三
年
改
正
を
商
行
為
主
義
か
ら
折
衷
主
義
へ
の
転
換
点
と
し
た
。
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()
大
隅
健
一
郎
『
商
法
総
則
(
新
版)
』(
法
律
学
全
集
二
七)
八
九
頁
(
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年)
(
)
私
法
人
で
は
、
一
般
社
団
法
人
・
財
団
法
人
、
公
益
社
団
法
人
・
財
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
(
Ｎ
Ｐ
Ｏ)
は
、
収
益
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
商
人
資
格
を
取
得
す
る
。
他
方
、
中
間
法
人
(
特
別
法
上
の
法
人)
は
、
根
拠
法
に
定
め
る
事
業
に
は
営
利
性
が
な
く
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
事
業
を
営
む
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
の
で
、
商
人
性
と
は
な
り
え
な
い
。
ま
た
、
公
法
人
は
、
営
利
事
業
を
営
む
と
き
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
商
人
と
な
り
、
原
則
と
し
て
商
法
の
適
用
を
受
け
る
(
商
二
条)
。
(
)
大
隅
・
前
掲
注(
)
同
頁
(
)
商
法
第
三
編
(
海
商
法)
に
お
い
て
、
船
舶
は
、「
商
行
為
ヲ
為
ス
目
的
ヲ
以
テ
航
海
ノ
用
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
」
と
定
義
さ
れ
る
(
商
六
八
四
条
一
項)
。
し
か
し
、
船
舶
法
第
三
五
条
が
商
行
為
を
目
的
と
し
な
い
航
海
船
に
商
法
第
三
編
を
準
用
す
る
旨
を
定
め
て
お
り
、
船
舶
の
定
義
に
お
い
て
も
商
行
為
性
を
維
持
す
る
必
要
性
は
失
わ
れ
て
い
る
。
(
)
商
法
典
の
適
用
範
囲
を
商
人
概
念
お
よ
び
商
行
為
概
念
で
画
す
る
場
合
に
は
、
商
人
概
念
を
再
考
す
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
(
藤
田
・
前
掲
注(
)
七
頁)
。
ま
た
、｢
個
々
の
法
律
関
係
ご
と
に
商
人
概
念
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
要
件
と
効
果
の
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
に
、
立
法
論
と
し
て
は
検
討
さ
れ
て
も
よ
い｣
と
い
う
見
解
も
あ
る
(
弥
永
真
生
｢
商
人
概
念｣
法
学
教
室
第
二
一
六
号
七
頁
(
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年)
、
一
〇
頁
。
(
)
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
し
て
、
商
法
を
適
用
す
る
こ
と
の
意
義
を
再
検
討
す
る
必
要
も
生
じ
よ
う
。
現
在
、
民
法
債
権
法
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
仮
に
商
行
為
法
第
五
〇
四
条
以
下
の
総
則
お
よ
び
商
事
売
買
の
規
定
の
一
部
が
民
法
に
移
さ
れ
、
残
り
の
規
定
が
廃
止
さ
れ
る
と
す
る
と
、
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
実
質
的
な
意
義
が
失
わ
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
商
法
は
、
商
人
概
念
と
商
行
為
概
念
の
再
編
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
の
感
を
強
く
す
る
。
(
)
稲
葉
・
前
掲
注(
	)
一
三
五
頁
は
、「
会
社
を
持
続
的
な
組
織
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
残
余
財
産
請
求
権
さ
え
認
め
れ
ば
、
会
社
(
営
利
法
人)
だ
と
す
る
こ
と
は
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。
(

)
旧
商
法
中
改
正
法
律
施
行
法
第
三
条
は
、「
小
商
人
ト
ハ
資
本
金
額
五
十
万
円
ニ
満
タ
ザ
ル
商
人
ニ
シ
テ
会
社
ニ
非
ザ
ル
者
ヲ
謂
フ
」
と
規
定
し
て
い
た
。
同
法
は
、
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
(
平
成
一
七
年
法
律
第
八
七
号)
に
よ
り
廃
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六
九
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
商
法
施
行
規
則
第
三
条
は
、
営
業
の
用
に
供
す
る
財
産
に
つ
き
最
終
の
営
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
に
計
上
し
た
額
が
五
十
万
円
以
下
の
商
人
を
小
商
人
と
す
る
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
｢
商
人｣
は
会
社
を
含
ま
な
い
(
同
規
則
一
条)
。
(
)
た
だ
し
、
商
法
五
〇
三
条
が
会
社
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
会
社
法
第
五
条
の
う
ち
「
事
業
の
た
め
に
す
る
行
為
」
と
い
う
部
分
は
本
来
な
く
て
も
足
り
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
(
会
社
法
コ
ン
メ
・
前
掲
注(
)
一
三
二
頁
、
新
基
本
法
コ
ン
メ
・
前
掲
注(
)
同
頁)
。
(
)
最
二
判
平
成
二
〇
年
二
月
二
二
日
・
前
掲
注(
)
。
商
法
第
五
〇
三
条
二
項
の
会
社
へ
の
適
用
を
肯
定
す
る
見
解
と
し
て
、
弥
永
・
前
掲
注(
)
、
日
下
部
・
前
掲
注(
)
、
絹
川
・
前
掲
注(
)
、
会
社
法
コ
ン
メ
・
前
掲
注(
)
一
三
二
頁
、
否
定
す
る
見
解
と
し
て
、
鈴
木
・
前
掲
注(
)
一
八
五
頁
、
伊
藤
・
前
掲
注(
)
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
逐
条
解
説
・
前
掲
注(
)
同
頁
は
、
商
法
第
五
〇
三
条
二
項
の
会
社
へ
の
適
用
を
肯
定
す
る
と
し
て
も
、
個
人
商
人
の
場
合
と
は
判
断
基
準
が
異
な
り
、
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
積
極
的
理
由
は
な
い
と
す
る
。
(
)
学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注(
)
(
)
伊
藤
・
前
掲
注(
)
三
四
頁
(
)
逐
条
解
説
・
前
掲
注(
)
一
〇
五
頁
(
	)
絹
川
・
前
掲
注(
)
一
二
七
頁
(

)
黒
野
・
前
掲
注(
)
二
三
頁
は
、「
会
社
法
の
条
文
そ
れ
自
体
か
ら
、
会
社
の
行
為
に
つ
き
商
法
五
〇
三
条
二
項
の
適
用
が
あ
る
の
か
否
か
明
確
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
さ
れ
る
。
(
)
商
法
第
五
〇
三
条
の
会
社
へ
の
適
用
に
つ
い
て
、
①
同
条
全
体
が
会
社
に
適
用
さ
れ
る
(
前
掲
注(
))
、
②
同
条
二
項
の
み
が
会
社
に
適
用
さ
れ
る
(
絹
川
・
前
掲
注(
)
一
二
六
頁
、
逐
条
解
説
・
前
掲
注(
)
同
頁)
、
③
同
条
全
体
が
会
社
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
三
つ
の
考
え
方
が
あ
り
得
る
。
(
)
私
見
で
は
、
同
じ
理
由
か
ら
、
商
法
第
五
〇
一
条
か
ら
第
五
〇
三
条
は
会
社
に
は
適
用
が
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
。
(
)
伊
藤
・
前
掲
注(
)
三
五
頁
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第
四
章
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
会
社
法
第
五
条
の
規
定
内
容
お
よ
び
そ
の
解
釈
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
実
質
的
意
義
に
お
け
る
商
法
が
商
行
為
主
義
か
ら
商
人
主
義
に
転
換
し
た
と
い
う
仮
説
の
検
証
を
試
み
た
。
ま
ず
、
会
社
法
第
五
条
は
、
会
社
が
商
人
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
沿
革
的
に
は
、
商
行
為
法
の
規
定
を
会
社
の
行
為
に
適
用
す
る
た
め
の
技
術
的
な
規
定
で
あ
る
と
し
て
も
、
会
社
法
第
五
条
が
実
体
規
定
と
し
て
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
以
上
、
そ
の
理
論
的
な
根
拠
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
、
そ
の
法
文
上
の
根
拠
に
つ
い
て
、「
会
社
法
第
五
条
は
、
会
社
の
商
人
性
を
前
提
と
し
て
会
社
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
規
定
で
あ
り
、
前
提
と
な
る
会
社
の
商
人
性
を
も
内
包
し
て
規
定
す
る
と
い
う
」
と
解
釈
を
提
示
し
た
。
現
行
会
社
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
批
判
の
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
解
釈
の
し
よ
う
が
な
い
。
そ
こ
で
、
会
社
法
第
五
条
の
立
法
論
と
し
て
、「
会
社
は
商
人
と
す
る
」
と
い
う
項
を
追
加
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
な
お
、
商
人
規
定
の
適
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
解
釈
が
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
商
人
規
定
が
会
社
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
私
見
を
率
直
に
述
べ
れ
ば
、
会
社
法
が
商
人
主
義
を
採
る
こ
と
は
す
で
に
意
識
さ
れ
て
い
た
事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
会
社
は
商
人
主
義
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
実
質
的
意
義
に
お
け
る
商
法
全
般
に
お
い
て
、
そ
の
基
軸
が
商
行
為
主
義
か
ら
商
人
主
義
に
転
換
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
商
人
主
義
へ
の
転
換
の
意
義
を
考
察
対
象
と
し
た
が
、
本
来
中
核
に
置
か
れ
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
。
ま
ず
、
立
法
主
義
の
転
換
が
会
社
の
概
念
に
変
容
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
商
法
は
、
商
人
と
商
行
為
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
も
っ
て
そ
の
規
制
対
象
と
す
る
。
本
稿
で
論
じ
た
立
法
主
義
は
、
こ
の
二
つ
の
概
念
の
定
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一
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
商
行
為
主
義
は
、
商
行
為
た
る
行
為
を
定
め
、
そ
れ
を
業
と
す
る
者
を
商
人
と
す
る
。
商
人
主
義
は
、
企
業
形
態
や
経
営
方
法
に
着
眼
し
て
一
定
の
者
を
商
人
と
し
、
商
人
の
行
為
を
商
行
為
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
方
法
論
の
転
換
が
会
社
の
実
質
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
の
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
、
営
利
性
が
会
社
の
本
質
的
な
要
素
で
な
く
な
る
可
能
性
に
触
れ
た
。
他
方
、
商
人
主
義
へ
の
転
換
に
よ
り
、
会
社
法
と
商
法
総
則
お
よ
び
商
行
為
法
と
の
適
用
関
係
は
簡
明
に
な
る
。
商
法
総
則
で
は
、
商
法
第
一
条
一
項
だ
け
が
会
社
に
適
用
さ
れ
、
商
法
と
会
社
法
と
を
接
合
さ
せ
る
機
能
を
果
た
す
。
ま
た
、
商
行
為
法
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
商
人
で
あ
り
、
会
社
の
行
為
が
商
行
為
と
な
る
こ
と
か
ら
、
商
人
に
適
用
さ
れ
る
規
定
も
、
商
行
為
に
適
用
さ
れ
る
規
定
も
、
会
社
に
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
商
行
為
法
の
将
来
像
は
不
透
明
で
あ
る
。
と
く
に
、
商
行
為
法
第
一
章
お
よ
び
第
二
章
が
解
体
さ
れ
、
一
部
は
民
法
債
権
法
に
移
設
さ
れ
、
残
部
は
廃
止
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
と
き
に
、
な
お
立
法
主
義
を
議
論
す
る
必
要
性
が
残
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
(
)
あ
る
い
は
、
そ
の
と
き
に
は
、
商
法
総
則
は
商
行
為
主
義
に
立
つ
個
人
商
人
の
た
め
の
組
織
法
で
あ
り
、
会
社
法
が
商
人
主
義
に
立
つ
会
社
の
た
め
の
組
織
法
で
あ
る
こ
と
が
確
立
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
)
藤
田
・
前
掲
注(
)
は
、
こ
の
問
題
を
論
じ
て
お
り
、
示
唆
に
富
む
。
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七
三
Transition from “Shokoui-ism” to “Shonin-ism”
in the Substantial Commercial Law in Japan
Takashi AIHARA
The Japanese Commercial Code (“Code”) applies to the business entities
(“Shonin”) and transactions (“Shokoui”). The legislative ways to define the
Shonin and the Shokoui are mainly two. One is to define the Shonin as those
who conduct as its business one of the Shokoui enumerated separately. This
way is called as the “Shokoui-ism”. The other is to directly define the Shonin
itself without using the Shokoui and define the Shokoui as transactions con-
ducted by the Shonin. It is the “Shonin-ism”. The Code principally adopts
the “Shokoui-ism” and supplementarily the “Shonin-ism”.
As the Code included the provisions of company law as its Chapter 2 be-
fore the 2005 amendment, the company law also adopted principally the
“Shokoui-ism”. In 2005 the Company Law (“Law”) was enacted as an inde-
pendent law from the Code. The article 5 of the Law provides that the trans-
actions which a company conducts as and for its business are the Shokoui. As
to the point whether the company is the Shonin or not, however, the Law
provides nothing and the issue can be found on the legislative ways above
mentioned.
The recent judgment of the supreme court of Japan and the view of many
scholars are that the company is the Shonin because it conducts the Shokoui.
They keep the position of Shokoui-ism under the Law. However, they do not
logically explain the reason why the transactions conducted by the company
become the Shokoui. On this point we can take a view that the company is
the Shonin and therefore its transactions become the Shokoui. The aim of
this article is to examine this argument and its conclusion is that it is impli-
cated in the article 5 that the company is the Shonin. That is, the Law has
not adopted Shokoui-ism but Shonin-ism.
At present the Code keeps Shokoui-ism and the Law adopts Shonin-ism.
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四
As the main entity of modern economic activities is a company, it can be said
that the transition from Shokoui-ism to Shonin-ism in the substantial com-
mercial law in Japan is recognized.
